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登録リスト（該当：136件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田蚕種-1]	上田蚕種-1	　上田蚕種協業組合事務棟の写真。この建物は、1916(大正5)年に上田蚕種株式会社として建てられた。上田蚕種株式会社は、上田蚕糸専門学校(現・信州大学繊維学部)や小県蚕業学校(現・上田東高校)を抱える上田市常田に設立され、上田蚕糸の中心地として機能した。戦後に協同組合及び協業組合として一時名称が変更されたが、2003(平成15)年に再び株式会社の名が復活した。協業組合時代に建物が国の登録有形文化財に指定されたため、この名になっている。	2021-05-05
	2	[image: 赤レンガ倉庫]	赤レンガ倉庫	明治33年に建てられた製茶構造の一部である。構造はレンガが主。イギリス積みであり、内部は木造2階建てである。茶産業に関わる建築物として貴重な遺構である。この赤レンガ倉庫は登録有形文化財として登録された。（第22-0194号）静岡県菊川市の街のルーツかつ当時の製茶工場の様式を現在に伝える日本で唯一の産業資産。	2021-05-03
	3	[image: 上田松本電鉄計画]	上田松本電鉄計画	1951年に運輸省告示第二百四十八号にて告示されたものである。
国立国会図書館デジタルコレクションのURLを以下に張り付けておく。
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2963979/4

この計画は「上田松本電鉄」という会社のもので、一説によるとかなり本格的なものであったとされる。

以下、内容を要約する。

申請の理由
・もともと国鉄信越本線、篠ノ井線が開通するまでは松本～東京間の街道筋に当たっていた
・現在は急峻な峠を越えて往復する１日４回のバスがあるだけである
・上田～松本間が３時間以上かかる
・冬季は降雪に阻まれて運行不能となる不便さがある
・輸送力が少ない
・沿線の産業、文化、観光資源の開発などに、非常な障害となっている

開通のメリット
・上田～松本間がわずか１時間半で到達される
・沿線住民が多大な利便を	2021-02-27
	4	[image: 富士市の製紙業について]	富士市の製紙業について	富士市の製紙業を私の地域探究の対象にした理由は、自分の地元である富士市のことを、この機会によく知ろうと思ったためです。地場産業である製紙業を調べることで富士市の歴史も同時に学べると思ったためこのテーマにしました。
主に富士市役所のホームページを参照しながら課題を作成しました。	2021-02-10
	5	[image: エリスン桑畑]	エリスン桑畑	エリスンの桑畑です。
時期的に実がなってないため絵面は地味です。
エリスンの活動は遊休地を有効に活用できるとともに蚕糸の名残である桑畑を営むことで蚕糸業の派生産業として成り立っている一例と言える。蚕の餌である桑の葉は栄養価が高く、また葉だけでなく実や幹なども同様に商品としての可能性に着目できる。エリスンの経営理念上あまり利益を追い求めてはいないため成り立っているが産業として成り立たせるためには商品の開発が必須となるように感じる。また広大な土地の管理する人手、商品の販売ルートの開拓も必要で課題は山済みである。
　広大な土地を有効活用するとともに蚕都としての遺産と言える桑の栽培を活かせる今後の可能性のある産業である。	2021-02-01
	6	[image: 上田蚕種]	上田蚕種	国の登録有形文化財に指定されています。
上田に残る蚕の卵を採取、販売している貴重な数少ない場所。蚕は生糸をつくるだけでなく他の用途を研究される最先端の技術となり得る現状がある。その大本が上田にあるということを何とか生かせないかと考える。開発の成功次第では需要の上昇が期待できる産業ではあるが、現状は経営が厳しいと聞く。上田の蚕糸業関連全体の活性化を求めるので有れば上田ならではのPRや技術開発を必要とするのではないかと考える。今後、うえだの蚕糸業がどのような形態で存続していくか分からないが、重要な場所となり得る産業資源と思う。	2021-01-31
	7	[image: 小岩井紬工房]	小岩井紬工房	代々手織りで上田紬を織り紡ぐ工房で上田紬の良さをアピールするために様々な活動されている。現代の着物離れなどによって経営は芳しくないと語ってらした。現代のニーズにどう適応していくかが課題と考える。ほかのシルク産業と比較すると他のところは特出するなにかを全面に押し出す方向で成功しているところがいくつかあった。リンゴ染めのような草木染の技術の応用×特産のコラボは斬新で長野、上田にきたお土産としてよさそうだと思った。技術的な面は分からないが特出した特徴がなくとも技術の応用で新たなものが生まれるということに可能性を感じた。あとは広報力でどのように商品や技術を発信していくかが鍵になってくると思う。	2021-01-31
	8	[image: その後の探究]	その後の探究	データ比較
 
出典
●総人口、年少人口率、生産年齢人口率、高齢人口率、人口1000人あたり人口増減率、出生率(1000人あたり)、死亡率(1000人あたり)：総務省「住民基本台帳人口・世帯数」2020年1月1日現在
●総面積：国土交通省国土地理院測図部「全国都道府県市町村別面積調」2018年
●可住地面積人口密度：https://www.seikatsu-guide.com/compare/20203/38201/1/
●歳入額、歳出額、地方交付税依存度、財政力指数：総務省「地方財政状況調査関係資料」2018年度

○人口　松山市と上田市では総人口の点では松山市が大きく勝るが、年齢別の割合で見ると年少人口率はさほど変わらないが、生産年齢人口率や高齢年齢人口率では上田市の方が少し割合が高く、出生率や死亡率の面では上田市の方が出生率では低く、死亡率では高いことから高齢化が少し進んでいることが	2021-01-31
	9	[image: 製紙業の広まり]	製紙業の広まり	画像は今泉製紙会社に製紙機械の一部・ドライヤーを、工場に運び込もうとしている場面です。

今泉製紙は、大正5年(1916)、富士郡今泉村に設立された機械すき和紙工場です。明治20～30年代にかけて今泉を中心に相次いで手すき和紙工場が設立され、富士市の製紙産業の基盤となった。


https://www.city.fuji.shizuoka.jp/sp/sangyo/c0304/fmervo00000084q7.html
https://museum.city.fuji.shizuoka.jp/collection/paper/detail/3223	2021-01-26
	10	[image: 蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ～人物編～]	蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ～人物編～	
この動画は以下の再掲です。
「蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ～人物編～」(2010/12/19)(蚕都上田プロジェクト)
→https://youtu.be/ALpsdlUN0zI?t=2624
（話し手：新津新生氏、桂木恵氏）
この動画はフリートークの中で藤本善右衛門縄葛(つなね)に言及している個所に頭出ししてあります。

以下のような言及がされています。詳細は動画でご確認ください。
・藤本善右衛門縄葛は、並外れた産業人であったと同時に教養人でもあった。
・縄葛文化レベルの高さは並大抵ではない。余技で書いた『続錦雑誌』は凄い。
・桑の葉にも数多くの種類があり、それを一つ一つスケッチ(正確には押し花)	2021-01-20
	11	[image: 産業組合欄(『西塩田時報』第181号(1938年12月12日)2頁)]	産業組合欄(『西塩田時報』第181号(1938年12月12日)2頁)	産業組合からの物価高騰による消費節約を進めるお知らせと、鳥の飼育についてのお知らせが記載された記事である。

記事の中には産卵能力を向上させることのできる餌について書かれており、そんな餌の存在を初めて知ったため、何故産卵能力を向上させることが出来るのか、そのメカニズムについて知りたいと大変興味を持った。

戦前からそんなものがあるということは、現在の養鶏場もこういった特別な餌を用いているかどうか気になったため調べてみたいと思う。

▼この記事は以下から参照できます。
#806 『西塩田時報』第181号(1938年12月12日)2頁	2020-12-11
	12	[image: 産業組合で今こそ更正（『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)7頁）]	産業組合で今こそ更正（『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)7頁）	産業組合の推進を、非常に強い語気で訴えている記事である。

「信頼し、協同し、助け合つて前進せよ！」と最初から情熱を感じられる書き出しであるが、産業組合がどのように優れているのか、これまでの社会がどのように不条理であったかということが熱弁されている。強く否定すること、考えを断じてしまうことは現在は「炎上」を恐れ控えられているが、気持ちよく言い切ってしまっている部分にも時代を感じることが出来ると思う。

今では中々見ることの出来ない、執筆者のオピニオンが前面に押し出された記事であったため、興味深く感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#487 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)7頁	2020-12-09
	13	[image: 上塩尻　蚕種製造民家まちなみウオッチング]	上塩尻　蚕種製造民家まちなみウオッチング	私の所属するJIA（日本建築家協会）長野県クラブと、長野大学前川道博研究室において、上田市上塩尻地区に残る蚕種製造民家や歴史的な街並みの見学会が行われました。全国的にも珍しい民家建築が多く残るこの地の未来に向けた保全や活用方法を考えるきっかけとして、企画されたもので、詳しくはJIA長野県クラブのHPの会員レポートをご覧ください。
https://jia-nagano.com/blog/9487.html	2020-08-07
	14	[image: 菱平農事実行組合　共有土地維持略歴]	菱平農事実行組合　共有土地維持略歴	菱野区の旧公民館に掲げられていた共有土地維持略歴
　・明治維新により地域の共有林が国有林に編入されたこと、
　・図面作成の請負手となった区民が請負人の立場ではあったが、村民の利益を失うことに異を唱えたこと、
　・国の官吏との折衝に苦労してほぼ主張が認められたこと、
　・菱野区後平区の名義で登記できず、六人の共有名義としたこと、
　・1932年（昭和7）産業組合法が改正され昭和8年農事実行組合が組織されるに当たり、その名義としたこと、
　・菱野公会堂（旧公民館）新築に当たり、共有林からの材木を使ったこと、
　・将来に向かって愛郷の念が益々高まることを祈っていること

　がわかる。



菱平農事実行組合

　　　共有土地維持略歴
大里村大字菱平字宇坪入　一四六八番イ号
　　　　　　　　　　　　　	2020-07-26
	15	[image: 蚕都上田ストーリー「蚕の卵は世界を救う」]	蚕都上田ストーリー「蚕の卵は世界を救う」	★YouTube「蚕の卵は世界を救う」 25分


2019/10/05「キモノマルシェin上田」で30分、ミニレクチャーをしました。

★YouTube「蚕の卵は世界を救う」ダイジェスト版 5分27秒




「蚕の卵は世界を救う」。これは誇張でもほら吹きでもなく、歴史の真実です。レトリックはありません。

19世紀中葉、蚕が全滅したヨーロッパの絹文化を救ったのは日本産の生糸、というよりも、日本の蚕種です。種が絶滅したわけですから、本当に喉から手が出るほど欲しがったのは生糸では	2020-07-18
	16	[image: 蚕の里サロンの地域景観セミナー2016]	蚕の里サロンの地域景観セミナー2016	上田市小牧にある「蚕の里サロン」で地域景観セミナーに参加した際の記録です。

★シルク文化地域コミュニティー　遊び学び体験、絹の里づくり
2016/11/20(日)　建築家が語る「蚕都うえだ」「地域愛＆歴史景観」

お話されたのはミサワホーム総研の大谷宗之さんです。
いくつかの興味深い視点を提示されました。
・その地域が持っているキャラクターに着目
・なぜ建物がそういうふうに建っているのか
・なぜこんなに密集しているのか
上田の場合、養蚕がポイントになる。寒い時は室内を暖め、暑い時は風通しをよくする。空気が読めないと蚕は育てられない。
大谷さんは英国や南プロバンスの地域景観などを紹介しながら、上田らしい景観と地勢的特色のある事例として、小牧、上塩尻、別所を採り上げていました。非常に平易な解説で私も	2020-07-18
	17	[image: 旧小県蚕業学校の校歌]	旧小県蚕業学校の校歌	2017/01/28投稿、マイブログからの転載。

長野大学に赴任した最初の年、まだ蚕都上田や小県蚕業学校などの予備知識がなかった頃、上田東高校を視察で訪れ、たまたま目にしたこの校歌に驚愕しました。「校基百年」碑の裏面に刻まれています。

作詞　土井晩翠
作曲　岡野貞一

小県蚕業学校は1892年の創立です。明治以後の唱歌で最も著名な作詞家、作曲家の名前を見て、何という歴史のある学校かと。さらには歌詞がただ事ではない。

３番まで歌詞がありますが、２番の歌詞は少し来るモノがあります。

♪国の富増し　世を利する
　わが蚕業の　尊きを
　あけくれ常に　胸にして
　青春の子ら　励み合う

富国の中核産業であった蚕業を担う人材を育成する使命が謳われています。蚕業の尊さを明けても暮れても胸にして励まし合う。土井	2020-07-18
	18	[image: 上塩尻蚕種製造民家群]	上塩尻蚕種製造民家群	全国一の蚕種製造地といっていい上塩尻の蚕種製造民家群。古いまちなみの地区は全国に数多くあっても蚕種製造民家群がこれだけの規模で現存している地区は国内では稀有です。世界一の蚕糸王国であった日本の蚕種製造の中心地として並外れた価値を持つ産業遺産ではないかと思います。これこそ「世界遺産」にふさわしい。

上塩尻蚕種製造民家群はこれまでにも全国的に関心を持たれる節目がありながら、それをステップに次に踏み出しきれなかった経緯があります。

ふり返ってみると小林昌人氏による集落・民家の調査レポートが古い(「蚕業の先駆者を輩出した上田市　上塩尻の集落と民家」『信濃』1990年1号)。同氏による『写真集 民家の風貌』(1994年)にも上塩尻の民家が収録されています。大がかりな調査事業としては上田市による「塩尻地	2020-07-18
	19	[image: 学生と旧常田館製糸場を見学]	学生と旧常田館製糸場を見学	2018/05/10午後、１年生のゼミで「上田まちなか探検」を実施しました。最初の約１時間、常田館製糸場を見学しました。常田館製糸場は製糸工場の産業遺産で、笠原工業が管理しています。重要文化財に指定されています。２年前の2016年、天皇皇后両陛下が視察で訪問されました。

蚕都上田の中でも常田館製糸場は代表的な上田の製糸場です。1900年に創業しています。歴史ある産業遺産であるにもかかわらず、上田の地元住民でも知らない方が多い。

見学当日、笠原工業の笠原会長が１年生１７人に対応をしてくださいました。次世代を担う若い学生たちへの産業文化の伝承というミッションをお感じになってのことと思います。蚕糸業のことを平易に手短に解説をされ、皇后陛下とのお約束だからと、皇室の養蚕に関するビデオを見せていただきまし	2020-07-18
	20	[image: 小県蚕業学校(上田東高)の校歌]	小県蚕業学校(上田東高)の校歌	2018/05/10、１年生ゼミでの上田探検。信州大学繊維学部に続き、上田蚕種へ。信大の裏口から実にアクセスしやすいミニマムパスを見つけ、そのパスを抜けると旧小県蚕業学校（上田東高校）の真ん前に出ました。

小県蚕業学校は全国で営まれていた養蚕を各地で指導する養蚕教師を養成していた中等教育機関です。全国からここへ養蚕を学びに生徒が集まっていました。国の基幹産業でもあった蚕糸業（養蚕）を支える人材を育成していた学校です。このような言い方が適切かどうかわかりませんが、現在は全国のどこにでもあるいわゆる「普通高校」と化してしまいました。かと言って蚕業学校のまま、現在に残るわけにもいきません。普通高校と化したのはやむを得ない。

この学校の歴史の重さはその校歌にも刻まれています。通過する道路際から	2020-07-18
	21	[image: 上田蚕種を見学]	上田蚕種を見学	2018/05/10、上田蚕種を見学させていただきました。大正年間に建てられた洋風建築は景観的にも美しく印象的です。蚕糸業が殆ど廃業した現在、上田蚕種は今なお現役の蚕種製造会社です。その希少性は強調し過ぎてもし過ぎることはありません。手塚社長に蚕種製造の工程などについてもご説明をいただき、蚕種製造の行程に応じた各施設を見ることができました。

その中でも特に冷蔵室で本物の蚕種を見せていただけたのは幸運でした。蚕種は鉛色をしています。全国で行われていた蚕種製造の施設は、現在ではたった２社しかありません。上田市の上田蚕種と松本市の高原社です。蚕種製造が過去形でなく、現役の産業であり、それがまさにここ蚕都上田の上田蚕種で支えられていることを多くの方々に知ってもらいたい。	2020-07-18
	22	[image: 上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する]	上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する	2018/08/18、上田市上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する会を開きました。長野大学前川研究室、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会の連携で実施したものです。地元上塩尻の方々を中心に、建築や歴史文化の専門の方などが加わり20名ほどが参加しました。

幕末から近代にかけて日本の産業を牽引した蚕糸業の中でも、長野県は蚕糸王国と呼ばれるほどに近代日本の殖産興業に貢献をしました。その中で上田小県は蚕都上田と呼ばれ、その中心地の一つでした。とりわけ上塩尻を中心とした塩尻地区は蚕種製造の一大中心地となり、江戸時代から幾人もの優れた蚕種製造家を輩出した他、各家が蚕種製造業を営んでいました。その当時の蚕種製造民家は現在もなお数多く残り、「蚕種製造民家群」という全国的にも稀有な歴史的景観地区となっています。

	2020-07-18
	23	[image: 『上田市誌』(全31巻 2004年)目次]	『上田市誌』(全31巻 2004年)目次	『上田市誌』全31巻
発行：2002～2004年
編集者：上田市誌編さん委員会
発行者：上田市、上田市誌刊行会

以下から各巻の目次と奥付が参照できます。なお、対象の「上田市」は2006年の合併以前の旧上田市が対象です。

第01巻 自然編(1)上田の地質と土壌
第02巻 自然編(2)上田の気象と川や湖
第03巻 自然編(3)上田の動物と植物
第04巻 歴史編(1)上田盆地のあけぼの
第05巻 歴史編(2)上田の弥生・古墳時代
	2020-06-27
	24	[image: 『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)
1602頁／容量 213MB
ダウンロード表示には時間がかかります。

[image: ]

★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜目次＞
製糸篇
　第一章　総論
　第二章　江戸時代信州各地に於ける製糸業の発達
　第三章　開港以後の製糸業
　第四章　日清戦争より世界大戦に至る時代
　第五章　大正時代
　第六章　現代
　第七章　製糸技術の変遷
　第八章　経営史
　第九章　皇室と信州蚕糸業
　第十章　本県製糸業者の米国視察と米国絹業者の入信
　第十一章　生糸貿易に関する史料

＜奥付＞
昭和十二年六月一日
昭和十二年六月五日	2020-06-24
	25	[image: 『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)
1258頁／容量 89MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜目次＞
蚕種篇
　第一章　蚕種製造業の発達
　第二章　蚕種販売
　第三章　蚕種業の奨励
　第四章　蚕種業に関する組合の起源及其変遷
　第五章　江戸時代に於ける蚕種に関する法規の変遷
　第六章　明治時代に於ける蚕種規則の変遷
　第七章　蚕種検査
　第八章　きょうそ駆除
　第九章　蚕業取締事務機関の変遷
　第十章　国立原蚕種製造所松本支所設置の沿革
　第十一章　蚕品種の変遷附蚕品種整理に関する	2020-06-24
	26	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	常田館製糸場は1900年(明治33年)から約120年間操業しましたそして、明治日本の産業遺産として現存する建築物の歴史的価値が評価され、現在は国の重要文化財に指定されています。
。そして、常田館製糸場のほかにも上田市には糸に関連した町や遺産があることが分かった。	2020-06-23
	27	[image: 『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・上巻』(1937年)
1077頁／容量 129MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜目次＞

栽桑篇
　第一章　桑園の期限及発達
　第二章　桑品種の変遷
　第三章　桑苗生産の変遷
　第四章　栽培法の桑栽培法
　第五章　桑樹仕立法の変遷
　第六章　桑園肥料
　第七章　歩桑々園の発達
　第八章　夏秋蚕専用桑園の期限及発達
　第九章　桑葉売買
　第十章　桑園災害
　第十一章　桑園の消長
　第十二章　桑園経済
　第十三章　桑園改善に関する本県当局の施設
　第十四章　桑園の分布
　第	2020-06-21
	28	[image: 【番外編】信州リサイクル認定製品プラント]	【番外編】信州リサイクル認定製品プラント	山の中で信州リサイクル認定製品プラントという場所を発見した。
ここは産業廃棄物の中間処理場らしい。
産業廃棄物を最終処分（埋め立て）しやすくするために中間処理場を通すそうだ。	2020-06-20
	29	[image: 市街地の片隅に遺るもの（上田交通真田傍陽線の橋脚跡）]	市街地の片隅に遺るもの（上田交通真田傍陽線の橋脚跡）	上田市の中心部にほど近い、川沿いの遊歩道。
歩いていると突然、まっすぐ続く護岸の中に他とは違って出っ張った、左右対称のコンクリートの柱が現れた。

これは、今から約90年前に開業し約50年前に廃止された、上田交通の真田傍陽線の橋の跡である。
このコンクリートの上部のくぼんだ部分に鉄骨でできた橋げたが乗せられ、その上を毎日電車が走り抜けたのであった。

こういった遺構は、多くの場合には再開発の際に取り壊されてしまったりするものであるが、ここでは遊歩道の一部として再整備されている。
片方の柱は柵が取り付けられて遊歩道の一部に、もう片方は民家の敷地となっている。

このようなものが、市街地のしかも中央郵便局のすぐ近くというような発展した場所に残っているというのは、
全国的に見てもかなり珍しい	2020-06-02
	30	[image: 昔からの伝統　蚕都上田]	昔からの伝統　蚕都上田	昔から産業とされてきた珍しい蚕をみることができます。また蚕の加工の仕方や蚕を使った現代風のアートが展示されており蚕についてもっと知りたくなるスポットです。	2020-05-26
	31	[image: 氷沢風穴]	氷沢風穴	かつて上田で栄えた蚕種産業で、
蚕種を低温で保存するために使われていた
自然の冷蔵庫です。
風穴から涼しい風が出てきていてちゃんと涼しかったです。
とても深かかったです。	2020-05-26
	32	[image: 大屋駅]	大屋駅	大屋駅は昔、生糸を運ぶ駅として利用されていました。
日本の産業近代化に貢献した産業遺産としての価値を持っていると評価されました。
その結果、経済産業省の近代化産業遺産に認定されました。
日本初の請願駅として駅前に石の碑文が設置されています。
当駅は歴史のある駅なので昔ながらの雰囲気を感じることができます。	2020-05-25
	33	[image: 蚕都上田まちあるき2008]	蚕都上田まちあるき2008	

企画・制作：蚕都上田プロジェクト
2008/10/25の記録

竹内秀夫さん（都市・建築工房、建築設計）
斎藤功さん（長野大学環境ツーリズム学部教授、地理学）
新津新生さん（上田小県近現代史研究会）
小野寺芙美子さん（梅花幼稚園園長）
三田育雄さん（長野大学地域連携センター長）＝まちあるきの企画者

＜まちあるき探訪先リスト＞
リンクを選ぶとその部分を頭出し再生できます。
1. 上田駅前に集合
2. 往時の駅前の状況
3. 曳家した繭倉　木造４階建(笠原工業)
4. 	2020-05-24
	34	[image: やきもの散歩道]	やきもの散歩道	愛知県知多半島の常滑市にあるやきもの散歩道は、中心市街地の小高い丘にある特に人気の観光スポット。
常滑駅から徒歩で5〜10分にある陶磁器会館が出発点です。
ここで入手したパンフレットを片手に、迷路のような路地の散策をお楽しみください。
 やきもの散歩道Aコースは、1.6kmで所要時間は約60分。
レンガ造りの煙突や窯、黒塀の工場、陶器の廃材利用の坂道など、独特の雰囲気と歴史を伝える空間を歩きます。
 やきもの散歩道Bコースは、4kmで所要時間は約2時間30分。
常滑焼の歴史や産業観光施設のINAXライブミュージアムなど見学施設は盛りだくさん。A・B両コースとも買い物が楽しめます。「美しい日本の歴史的風土準100選」平成19年3月選定
されている常滑の魅力が詰まった場所です。	2020-05-24
	35	[image: 上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する]	上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する	2018/08/18、上田市上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する会を開きました。長野大学前川研究室、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会の連携で実施したものです。地元上塩尻の方々を中心に、建築や歴史文化の専門の方などが加わり20名ほどが参加しました。暑いとは言え、連日の猛暑からは解放されたように秋めいた爽やかさが感じられる一日となりました。

全国的にも稀有な蚕種製造民家群

幕末から近代にかけて日本の産業を牽引した蚕糸業の中でも、長野県は蚕糸王国と呼ばれるほどに近代日本の殖産興業に貢献をしました。その中で上田小県は蚕都上田と呼ばれ、その中心地の一つでした。とりわけ上塩尻を中心とした塩尻地区は蚕種製造の一大中心地となり、江戸時代から幾人もの優れた蚕種製造家を輩出した他、各家が蚕種製造業を営んで	2020-05-10
	36	[image: 琵琶湖疎水]	琵琶湖疎水	琵琶湖疎水。ライトアップされていて実に綺麗でした。	2020-05-08

  ≪  1  2  ≫


			
			
				[image: 地図で見る]
				

			

トップページへ戻る


				

				
					[image: キーワード]
						蚕糸業(24)
	歴史(22)
	蚕都上田(15)
	上田市(12)
	蚕種製造(11)
	産業(11)
	信州上田学(9)
	上田蚕種(6)
	前川道博(6)
	上田(6)
	近代化産業遺産(5)
	上塩尻(5)
	長野県(5)
	地域史(5)
	産業史(5)
	養蚕(5)
	上田紬(5)
	鉄道(5)
	生糸(4)
	蚕糸王国(4)
	郷土史(4)
	製糸業(4)
	蚕業(4)
	西塩田時報(4)
	シルクロード(4)
	長野大学(4)
	交通(4)
	蚕糸業史(3)
	信濃国(3)
	上田町(3)
	蚕糸(3)
	製糸(3)
	塩尻地区(3)
	建築(3)
	小県蚕業学校(3)
	文化財(3)
	蚕(3)
	近代史(3)
	ポスト蚕糸業(3)
	地域学(3)
	常田館製糸場(3)
	蚕種製造民家群(2)
	歴史スポット(2)
	古建築(2)
	まちあるき(2)
	大屋駅(2)
	しなの鉄道(2)
	石碑(2)
	上田交通(2)
	真田傍陽線(2)
	廃線(2)
	信濃(2)
	景観(2)
	蚕種(2)
	蚕の卵(2)
	上田東高校(2)
	校歌(2)
	土井晩翠(2)
	岡野貞一(2)
	旧常田館製糸場(2)
	シルク(2)
	貿易(2)
	講演(2)
	産業組合(2)
	時報(2)
	歴史的建造物(2)
	蚕種業(2)
	常田(2)
	国指定登録有形文化財(2)
	岡谷(2)
	蚕糸王国信州(2)
	近代産業(2)
	近代(2)
	サントミューゼ(2)
	蚕都上田プロジェクト(2)
	松代(2)
	小岩井紬工房(2)
	小諸(2)
	学習成果(2)
	地域学習(2)
	地域探究(2)
	野菜(2)
	琵琶湖疎水(1)
	大津市(1)
	用水(1)
	土木建築(1)
	常滑(1)
	散歩(1)
	ウォーキング(1)
	広場(1)
	焼き物(1)
	陶芸(1)
	土管(1)
	招き猫(1)
	カフェ(1)
	大屋(1)
	請願駅(1)
	古い(1)
	蚕の糸(1)
	大家駅(1)
	橋(1)
	信州リサイクル認定製品プラント(1)
	中間処理場(1)
	ゴミ(1)
	山(1)
	桑(1)
	栽桑(1)
	桑苗(1)
	上田市誌(1)
	市史(1)
	文書(1)
	旧上田市(1)
	丸子町誌(1)
	真田町誌(1)
	武石村誌(1)
	丸子町史(1)
	真田町史(1)
	武石村史(1)
	上田市史(1)
	蚕種製造民家(1)
	蚕室(1)
	埋薪(1)
	藤本の蚕室(1)
	洋風建築(1)
	近代教育(1)
	重要文化財(1)
	製糸場(1)
	笠原工業(1)
	産業遺産(1)
	北国街道(1)
	蚕業教育(1)
	養蚕教師(1)
	学校(1)
	蚕の里サロン(1)
	和遊学舎(1)
	セミナー(1)
	絹の里づくり(1)
	蚕の里(1)
	山田順子(1)
	大谷宗之(1)
	世界恐慌(1)
	養蚕、蚕種、民家、歴史、産業遺産、まちあるき(1)
	藤本善右衛門(1)
	製紙業　富士市　和紙(1)
	松本市(1)
	上田松本電鉄(1)
	静岡県(1)
	菊川(1)
	地元(1)
	赤レンガ(1)
	お茶(1)
	赤(1)
	駅前(1)
	ベンチ(1)
	諏訪湖(1)
	日本シルクロード(1)
	横浜(1)
	信州(1)
	歴史の捉え方(1)
	蚕糸王国信州ものがたり(1)
	上塩尻蚕種製造民家群(1)
	セイコーエプソン(1)
	片倉工業(1)
	シナノケンシ(1)
	岡谷蚕糸博物館(1)
	駒ケ根シルクミュージアム(1)
	旧林家住宅(1)
	疎開企業(1)
	信州紬(1)
	伝統的工芸品(1)
	上田蚕糸専門学校(1)
	繊維工学(1)
	素材開発(1)
	シルクソープ(1)
	新しい蚕業(1)
	世界遺産(1)
	富岡製糸場(1)
	岡谷駅(1)
	大正(1)
	市街地(1)
	養蚕業(1)
	りんご(1)
	お土産(1)
	スイーツ(1)
	道と川の駅(1)
	おとぎの里(1)
	ご当地(1)
	グルメ(1)
	近現代(1)
	地域づくり(1)
	調査研究(1)
	歴史資料(1)
	紬(1)
	伝統(1)
	坂井村(1)
	戦争(1)
	年表(1)
	地域探求(1)
	美術館(1)
	文化(1)
	芸術(1)
	公共施設(1)
	交流(1)
	上田小県(1)
	近現代史(1)
	上田小県近現代史研究会(1)
	ブックレット(1)
	感染症(1)
	パンデミック(1)
	スペイン風邪(1)
	飯山市(1)
	雁木通り(1)
	仏壇通り(1)
	仏壇店(1)
	冬の仕事(1)
	舌喰池(1)
	塩田平(1)
	民話(1)
	人柱(1)
	百八手(1)
	雨ごい(1)
	祈り(1)
	日本遺産(1)
	民間伝承(1)
	角川武蔵野ミュージアム(1)
	博物館(1)
	ミュージアム(1)
	図書館(1)
	文書館(1)
	文化施設(1)
	MLA連携(1)
	松岡正剛(1)
	知識循環型社会(1)
	デジタル化(1)
	益子輝之(1)
	講座(1)
	池波正太郎真田太平記館(1)
	和田英(1)
	六工社(1)
	上田市マルチメディア情報センター(1)
	マルチメディア(1)
	DX(1)
	情報化(1)
	施設(1)
	みすゞ飴本舗(1)
	蚕都(1)
	信州シルクロード(1)
	観光(1)
	歴史文化(1)
	観光ガイド(1)
	長野市(1)
	須坂(1)
	千曲川(1)
	繊維(1)
	工事風景(1)
	氷風穴(1)
	講演会(1)
	伊那市(1)
	ザザムシ(1)
	ざざ虫(1)
	漁業(1)
	昆虫食(1)
	地域キュレーション(1)


				

				

				

			



ログイン　トップページへ


			
		


	
	
		
			[image: ]
			©  信州上田学プロジェクト

		

		
						はじめての方へ|			利用規約|			投稿上の注意|			お問い合わせフォーム
		

	
	

